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 Sureshan 氏は、2002～2004 年、JSPS のポスドクとして反応有
機化学研究室に在籍し、在籍中の短期間に驚異的な数の論文を仕上
げたスーパードクターで、現在インドで准教授として世界的に活躍
している化学者です（次頁リスト参照）。 
 今回国際会議参加のため来日されるということで、松山に寄って
いただき講演してもらえることになりました。なかなかない機会で
すので、皆さん是非ご来場ください。 
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